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2-8-25・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー C-13
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2-8-26・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー L-15
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2-8-27・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー L-14
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2-8-28・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー L-13
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2-8-29・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー L-12
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2-8-30・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー B-1
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2-8-31・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー L-11
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2-8-32・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー C-14
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2-8-33・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー L-10
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2-8-34・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー B-2
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2-8-35・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



海上保安庁スパーカー L-9
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2-8-36・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



徳山ほか（2001）の断層

2-9-1



2-9-2

音波探査記録 添付測線（徳山ほか（2001）の断層）
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徳山ほか（2001)の断層
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海士岬沖断層帯
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徳山ほか（2001)の断層
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2-9-8

徳山ほか（2001)の断層



地質調査所エアガン N-119
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徳山ほか（2001)の断層
海士岬沖断層帯

笹波沖断層帯(西部）

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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徳山ほか（2001)の断層
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徳山ほか（2001)の断層

※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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徳山ほか（2001)の断層

羽咋沖東撓曲
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徳山ほか（2001)の断層



地質調査所エアガン N-118
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徳山ほか（2001)の断層笹波沖断層帯(西部）

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



地質調査所エアガン N-117
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徳山ほか（2001)の断層 羽咋沖東撓曲
笹波沖断層帯(西部）

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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徳山ほか（2001)の断層
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徳山ほか（2001)の断層

羽咋沖東撓曲

羽咋沖西撓曲
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徳山ほか（2001)の断層

羽咋沖西撓曲
羽咋沖東撓曲

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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徳山ほか（2001)の断層

笹波沖断層帯(西部） 羽咋沖西撓曲

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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徳山ほか（2001)の断層

羽咋沖西撓曲
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北陸電力スパーカー No.102.5-2
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徳山ほか（2001)の断層



地質調査所エアガン N-115
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徳山ほか（2001)の断層

羽咋沖西撓曲

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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北陸電力スパーカー No.10-1
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徳山ほか（2001)の断層

羽咋沖西撓曲



北陸電力スパーカー No.102-3
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北陸電力スパーカー No.102-3
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徳山ほか（2001)の断層



北陸電力スパーカー No.10(800)
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北陸電力スパーカー No.10(800)
←W E→
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徳山ほか（2001)の断層

羽咋沖西撓曲



北陸電力スパーカー 補No.5(800)
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北陸電力スパーカー 補No.5(800)
←N S→
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徳山ほか（2001)の断層



北陸電力スパーカー No.101.5
←N S→
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北陸電力スパーカー No.101.5
←N S→
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徳山ほか（2001)の断層



地質調査所エアガン N-114
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徳山ほか（2001)の断層

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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北陸電力スパーカー No.101-2
←N S→
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徳山ほか（2001)の断層



北陸電力スパーカー No.100.5
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北陸電力スパーカー No.100.5
←N S→
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徳山ほか（2001)の断層

延長部



地質調査所エアガン N-113
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徳山ほか（2001)の断層

延長部

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



余白



鈴木（1979）の断層

2-10-1



音波探査記録 添付測線（鈴木（1979）の断層）

2-10-2



鈴木（1979)の断層

延長部

地質調査所エアガン N-10W
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2-10-3・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地震研ブーマー K18
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2-10-6※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



地質調査所エアガン N-117
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2-10-7・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである



北陸電力スパーカー No.7-1
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北陸電力ブーマー No.7-1-2U
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北陸電力スパーカー No.103-1,No.103-2
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地質調査所エアガン N-9W
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2-10-12・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波

探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである




